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令和６年４月  日  
神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立二俣川看護福祉高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月26日実施） 

総合評価（３月 28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①主体的に学ぶ
意欲を高め、確
かな学力を育む
教育課程編成に
取り組み、これ
からの時代を逞
しく生きていく
力を身に付けさ
せる。 
②多様な形態の
学習機会を提供
し、共通教科・
科目の学習の充
実及び、看護・
医療・社会福祉
の専門教育の充
実を図り、将来
の職に求められ
る教養を身に付
けさせる。 

①主体的に学ぶ意欲
を高め、基礎学力の
定着を図る。 
ICT を利活用し「個
別最適な学び」の充
実に取り組む。新学
習指導要領の理念を
柱に主体的・対話的
で深い学びの授業改
善に組織的に取り組
む。 
②共通教科と専門教
科をバランスよく学
び、上級学校進学に
向け、自ら学ぶ力を
育成するとともに将
来の職業に求められ
る資質・能力を身に
つけさせる。 

①各教科で生徒が主体的
に基礎学力の定着を図れ
るような授業展開を計画
する。教科会を中心にそ
のための組織的な授業改
善への一助として相互授
業見学・研究授業（公
開）を行う。 
新学習指導要領に基づき
指導と評価の計画を作成
し、指導と評価の一体化
に取り組む。 
②相互授業見学で共通教
科と専門教科の間で互い
に授業を見学し、自身の
教科でいかせるようにす
る。生徒の資質・能力の
向上に向けて個別最適な
学び、協働的な学びに
ICT を活用し取り組む。 

①・生徒による授業評価に基
礎学力の向上が見られたかと
いう観点を作り、生徒各自に
評価してもらい教科会等で分
析し、授業改善にいかすこと
ができたか。定期テストや模
擬試験の結果をもとに分析
し、基礎学力の向上や授業改
善につなげることができた
か。 
・適切な指導と評価の計画を
作成し、指導と評価の一体化
につなげることができたか。 
②相互授業見学の報告書から
様々な教科の見学が増えてい
るか。 
・ICT を利活用した授業の増加
が見られたか。効果的な利活
用の授業実践の取組が増えた
か。 

①・生徒による授業評価で新
たに追加した基礎学力の向上
に関する項目では98.8％の生
徒が向上したと回答した。教
科会で分析した結果を職員会
議で共有した。定期テストや
模擬試験の分析も行った。 
・研究授業については教科を
グループに分け、グループ単
位で新たな取組を検討できる
よう改善した。 
・指導と評価の計画では１学
年は２年目で改善し、２学年
は新たに作成した。 
②前期は１科目、後期は２科
目の見学を職員に科した結
果、見学者数は昨年より増加
した。ICT を積極的に活用し
た授業で見学者数が多かっ
た。 

①・生徒による授業評価で
は各教科とも概ね目的を達
成したが、より質の高い授
業実践に向け職員の授業力
向上に組織的に取り組む。 
・研究授業はテーマに則し
た授業が実施された。次年
度もこの形式での実施を計
画する。生徒の研究授業後
のアンケートの活用を検討
する。 
・指導と評価の計画の作
成、生徒への提示について
全職員で共有し取り組む。 
②相互授業見学について
は、全職員が主体的に取り
組むことが課題である。年
間を通じて工夫のある授業
の実施を校内に周知し、い
つでも見学できる環境づく
りに取り組む。 

・設定された課
題に向けて全職
員が主体的に取
り組む姿勢は評
価できる。 
・主体的に学ぶ
意欲と基礎学力
の定着と向上は
社会に出てとて
も大事なので、
さらなる指導を
継続して行って
もらいたい。 
・生徒の授業評
価で。職員の授
業改善の取組が
どう関連があっ
たのかいろいろ
な角度から整理
する必要があ
る。 

・主体的に学ぶ
意欲を高め、基
礎学力の定着と
向上が課題であ
る。研究授業で
はグループ単位
で見学・協議を
する場を設け、
充実した内容と
なった。 
・ＩＣＴの利活
用では、教員の
多くがＩＣＴを
利活用した授業
を行った。効果
的な利活用が課
題である。職員
相互で研鑽し授
業力向上を推進
することが課題
である。 

・組織的な授
業改善に向け
全職員で取り
組む。研究授
業では教科会
を柱に、ＩＣ
Ｔを活用し今
年度のテーマ
に継続して取
り組む。 
・学科改編を
ふまえ、指導
と評価の計画
を作成する。 
・指導力向上
に向け、相互
授業見学など
教職員相互で
高めあう機会
をもち研鑽す
る。 

２ 
 
生徒指導・
支援 

①部活動や行
事、日常的な生
活指導を通し
て、社会規範を
身に付け、責任
感や連帯感を図
り、自己実現に
努力する姿勢を
育てる。 
②組織的な教育
相談体制のも
と、課題を抱え
る生徒の支援に
取り組む中で、
困難を乗り越え
る力の育成を図
るとともに、安
全・安心な学校
生活を確保す
る。 

①(1)生徒主体の行
事を充実させ、部活
動の活性化を図り、
責任感や連帯感をは
ぐくみ、生徒自ら考
え行動する力やｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ力を育成す
る。 
①(2)日常的な生活
指導を通して生徒の
規範意識を高める。
自己肯定感を高め、
自己実現に努力する
姿勢を育成する。 
②(1)全職員で生徒
情報を共有し、校内
の SCや SSW、外部
機関と連携した教育
相談を行い、組織的
な支援体制を推進す
る。 
(2)職員研修の充実
を図り、生徒・保護
者理解へのスキルを
高める。 

①(1)委員会の活動を通
じて各生徒の自己有用感
を醸成する。部活動の活
動の様子を外部へ広報す
るとともに大会参加や
日々の練習を通して連帯
感を育む。 
①(2)頭髪服装指導を、
計画的に実施するととも
に、日々の学校生活の中
で全職員が共通理解のも
と意識的に行う。 
②(1)生徒情報交換会や
ケース会議等を通して情
報共有および支援方法を
確認し、職員で統一した
指導・支援を図る。面接
等を計画的に行い生徒の
状況を把握し生徒一人ひ
とりの心に寄り添う指導
を行う。組織的な教育相
談体制を推進し、外部機
関との連携を進める。 
(2)生徒が抱える問題を
テーマとした教育相談職
員研修を実施する。 

①(1)放送委員会によるお昼の
放送実施や新聞委員会による
新聞作りの促進などを通じ
て、学校への帰属意識ととも
に学校生活への充実感を持た
せることができたか。また部
活動の様子をｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑを通じ
て外部に広報することができ
たか。 
・部活動の取組状況 
①(2)頭髪服装指導期間におけ
る指導対象生徒数が減少した
か。 
全職員が共通理解をもち取り
組む体制を推進できたか。面
接等を生徒支援にいかす取り
組みを進めることができた
か。 
②(1)組織的な情報共有および
問題を抱える生徒を必要な支
援につなぐことができたか。  
(2)生徒支援に係る研修を通し
て生徒・保護者対応に活かす
ことができたか。 

①(1)放送委員会では毎週 1
回、各クラスの放送委員がお
昼の放送を行い、年間を通じ
て行うことができた。新聞委
員会も新聞作成を行った。他
の委員会も昨年度より活発な
活動を行った。部活動の様子
も広報することができた。 
①(2)頭髪服装指導では指導
計画に沿って実施した。夏休
み明けに指導の対象になる生
徒数が増加したが、以降減少
することができた。 
②(1)生徒情報交換会を２
回、個別面談を２回、夏季休
業中に三者面談を実施した。
また SC・SSW や「かながわサ
ポートドック」を活用し、必
要に応じて面談や外部機関に
繋ぎ、困難を抱える生徒を組
織的に支援した。 
(2)全職員を対象とした自殺
防止に関する研修および生徒
情報交換会を行い全職員で情
報共有し、個々の生徒に寄り
添う支援にいかした。 
 

①(1)目標はほぼ達成でき
たと考える。今後は生徒か
らの要望をいかし、委員会
活動の活性化に向け、ボト
ムアップの活動ができるよ
うに工夫し取り組む。 
①(2)頭髪服装指導では、
長期休業明けに指導対象生
徒数を増加させない取組の
工夫を図る。 
②(1)組織的な支援体制の
強化を進める上で、教育相
談コーディネーターの更な
る活用が課題である。また
教員ひとりひとりの傾聴・
対話能力など生徒支援に係
るスキルアップが課題であ
る。より効果的な職員研修
の実施も課題である。 
(2)自殺防止研修について
は来年度も継続し実施す
る。さらに、若年層のメン
タルヘルスに関する情報提
供を行い、生徒・保護者対
応に活かせるよう組織的な
支援体制の強化を図る。 

・生徒指導・生
徒支援に地道に
取り組んでい
る。今後も尽力
してほしい。 
・放送委員の活
動を継続してほ
しい。 
・３つのＣ（創
造・挑戦・継
続）を生徒が取
り組めるよう教
職員が導いてい
くとよい。 
・登下校時のマ
ナーは家庭での
指導が当然だが
風紀委員が対応
してもよいので
はないか。規範
意識の低下が心
配である。 
・メンタルヘル
スサポートにつ
いては今後も強
化していく必要
がある。 

・放送委員会や
新聞委員会をは
じめ充実した委
員会活動ができ
てきた。 
・頭髪服装指導
を定期的に行っ
た。夏季休業あ
けの指導が課題
である。登下校
指導やあいさつ
など日々の規範
意識の醸成が課
題である。 
・生徒情報交換
会やｻﾎﾟｰﾄﾄﾞｯｸ
で困難を抱える
生徒の支援に組
織的に取り組ん
だ。ケース会議
などさらに組織
的な取組の推進
が課題である。 
・外部機関と連
携した自殺防止
研修を行い、職
員の意識の醸成
を図った。 
 

・生徒主体の
活動の充実を
図る。委員会
活動や部活動
の活性化を図
り、生徒の自
主性や責任
感・連帯感を
醸成する。 
・頭髪服装指
導をしっかり
と行い生徒の
規範意識を高
める。 
・生徒情報交
換会やｻﾎﾟｰﾄ
ﾄﾞｯｸを適切に
行う。教育相
談ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
を活用し、ケ
ース会議など
組織的な支援
体制を確立す
る。 
・自殺防止研
修を引き続き
行い教職員の
スキルアップ
を図る。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月26日実施） 

総合評価（３月 28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

     

３ 

 
 
進路指導・
支援 

①社会に奉仕す
る心を育み、看
護・医療・社会
福祉などの分野
における、社会
の良き担い手と
して活躍できる
人材を育成す
る。 
②進路実現に向
け、自らのキャ
リア発達を意識
できる、３年間
を見通した進路
指導の充実を図
る。 
 

①(1)将来ヒューマ
ンサービスに従事す
る人材として、社会
人基礎力と上級学校
進学に向けた学力の
向上を図る。 
①(2)校外実習や講
演会等を通して「看
護の心」「福祉の
心」を育み、自ら
「できること」の互
助を考えさせる。 
②3年間を見通した
キャリア教育を実践
する。キャリアパス
ポートを活用し自己
の生き方在り方を考
えさせる。上級学校
進学に向けてガイダ
ンスの充実を図り、
生徒の進路実現を支
援する。 

①(1)様々な経験を通し
て実践力を身に付けられ
る支援をする。授業・模
擬試験等の振り返りを充
実させる。保護者への情
報発信方法を模索する。 
①(2)共感力や想像力を
磨くため「求められてい
ること」を捉えた活動等
への積極的な参加を促
す。小さなことから取り
組んでいる住民組織の活
動等の情報収集を行い、
地域や社会が豊かさを感
じられるよう、社会課題
の解決に取り組ませる。 
②進路に関わる情報発信
やガイダンス等で、各学
年における取組を把握さ
せ計画的に取り組ませ
る。卒業生による進路説
明会で、学習方法や進路
選択の考え方を学び、自
分の強みを活かし、進路
実現に向けて自信と目標
を身につけさせる。 

①(1)人として熱意を持ち専門
職としての自覚を有するため
の指導を実践できたか。  
・進路状況等。 
・キャリア教育や授業の取組
実践 
①(2)奉仕活動を通して、更に
地域や社会をよりよくするた
めに何かしてみたいと生徒が
感じることができたか。 
 ・ボランティアや体験活動な
どの「したいこと」の達成状
況等。 
②進路実現に向けて努力する
過程を指導、援助することが
出来たか。 
・各学年における進路希望調
査と進路状況や各種振り返り
状況等。 
・卒業生による進路説明会、
情報発信やガイダンス等の実
施状況 

①(1)総合的な幅広い知識を
身につけ、多様なヒューマン
サービスを実践できる素地を
培うことができた。 
・保護者にマチコミを通して
模擬試験日程を発信したこと
で、模擬試験への参加者を一
定数確保できた。 
①(2)他人の価値観の多様性
を認め、互いを尊重できる人
権意識を身につけることがで
きた。 
・勤労を尊び、良心や思いや
り、奉仕の心をもち社会に貢
献することを仲間とともに目
指し実践することができた。 
②担任を中心として生徒の能
力や適性を見極め、丁寧な進
路指導ができた。 
ガイダンス、オリエンテーシ
ョン等では、進路実現に向け
てどんな道筋や方法があるの
かを考えさせ、より強い進路
目標の設定の支援ができた。 
 

①(1)基礎的な知識を柔軟
に組み合わせ、課題に対応
する力が足りない生徒がい
る。授業や行事を通して、
知的好奇心を喚起し主体的
学習態度や創造的な力を育
成することが課題である。 
進路状況について、進路研
修会を実施し、全職員で、
大学入試改革に向けて対応
できるよう取り組む。 
①(2)ボランティア活動で
は、地域の活性化の必要性
を理解させ、人々との関わ
り中で、豊かな人間性と社
会性を身につけさせる。 
・福祉科の社会福祉分野へ
の進学者を増やしていく。 
②卒業生による進路説明会
の効果的な在り方が課題で
ある。 
・生徒の進学先は「生涯学
習」が求められる分野なの
で、「勉強が苦でない」生
徒、「主体性を持った」生
徒を育てる取組を進める。 

・進路指導にお
いて様々に工夫
されており、さ
らに良いものを
めざし努力を惜
しまない姿勢は
評価に値する。 
・生徒が自らの
進路を主体的に
決めるにあた
り、上級学校と
連携を図ること
もさらに検討し
ていくとよい。 
・ボランティア
活動は豊かな人
間性を育むため
にも継続できる
とよい。 
・知的好奇心や
あきらめない心
を養うため、自
分が納得するま
で「調べ学習」
の楽しさを導い
てほしい。 

・総合的な幅広
い知識を身につ
け、将来多様な
ヒューマンサー
ビスを担う措置
を培うことがで
きた。 
・模擬試験を受
験する生徒が増
加した。 
・卒業生による
進路説明会や計
画的なガイダン
スにより生徒の
進路実現を支援
することができ
た。担任を中心
として学年全体
で生徒の能力や
適性を見極め、
丁寧な進路指導
につなげた。 
・ボランティア
活動への生徒の
意識を高めるこ
とができた。 

・生徒の進学
先は、「生涯
学習」が求め
られる分野で
ある。自ら学
ぶ力を養い、
基礎的な知識
を柔軟に組合
せ課題に対応
する力を育
み、学力の向
上に取り組
む。 
・生徒のボラ
ンティア活動
を支援し、豊
かな人間性と
社会性を身に
つけさせる。 
・福祉科の特
色を明確に学
習の充実を図
り、社会福祉
分野への進学
者を支援し増
やしていく。 

４ 
地域等との
協働 

①地域の期待に
応え、地域に開
かれた学校とし
ての取組みをさ
らに進め、協働
と信頼に根ざし
た学校づくりを
推進する。 
②地域と連携 
した防災体制の
整備を促進し、
社会参画の意識
を醸成する。 

①(1)地域の協働と
信頼を得るために学
校の活動や取組を
HP やｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ等を
活用し地域に発信す
る。 
① (2) 地 域 と連 携
し、生徒の委員会活
動や部活動の発表の
場を設ける。 
②生徒と地域とで連
携した防災活動を実
施する。 

①（１）行事や授業、部
活動での地域との協働的
な活動の様子をｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ
やＨＰで紹介する。 
①（２）ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑや HP
により地域との新たな連
携の呼びかけを行う。 
②地域と連携した防災訓
練を行う。また生徒会の
生徒と文化祭開催の告知
を行う。部活動等での地
域連携に取り組む。 

①ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑや HP で地域と連携
した活動の紹介ができたか。 
①新たな地域連携の場を設け
ることができたか。 
②地域と連携した防災訓練を
実施できたか。 
文化祭ポスターを生徒ととも
に地域や近隣施設に掲示依頼
をすることができたか。 
部活動等の地域連携を進める
ことができたか。 

①地域のイベント等への部活
動の参加や施設でのボランテ
ィア活動など、地域との交流
や連携を行った。HPによる情
報発信も充実してできた。 
②地域の消防署と連携した体
験を交えた防災訓練や、外部
機関の講師を招き保護者も参
加しての DIG 研修を実施する
ことができた。 
②文化祭ポスターの掲示依頼
を地域や近隣施設に行うこと
ができた。 

①HP やｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ等による情
報発信をスムーズに行うた
めの工夫が課題である。学
科改編に向けて、適時に情
報を発信できるよう取り組
む。 
②地域の消防署や機関との
連携を継続するだけでな
く、地域の自治会との連携
を図る。また、近隣の小・
中学校との連携を進める。 

・ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ発信
の影響力は大き
い。生徒を巻き
込んで発信する
のもよいのでは
ないか。 
・外部機関と連
携したＤＩＧ研
修は評価した
い。さらに小中
学校や近隣の自
治会と連携をし
てほしい。 

・新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ
感染症が 5類に
なり部活動の地
域イベント等へ
の参加など交流
の機会が増え
た。 
・外部講師を招
き、ＤＩＧ研修
を行った。保護
者の参加もあり
有意義な活動が
できた。 

・ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑに
よる情報発信
を定期的に行
う。日々の生
徒の活動や学
科改編に係る
こと等を適時
に発信する。 
・防災やイベ
ントへの協力
等地域と連携
した活動を推
進する。 

５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
学校管理 
学校運営 

①保護者や周辺
地域に対して、
本校の教育活動
に対する理解を
深化させる。 
②情報管理の徹
底を図り、さら
なる校務処理の
情報化を推進
し、事故・不祥
事の根絶を徹底
する。 
③教員の働き方
改革を推進す
る。 

①保護者や地域に対
して適期に情報を発
信する。 
令和７年度の学科改
編に向け準備委員を
中心に全職員で取り
組む。 
60 周年行事に向け
て準備する。 
②入学者選抜や成績
処理等個人情報管理
を徹底し、事故・不
祥事防止を実践す
る。体育館耐震工事
で生徒の安全に配慮
する。 
③働き方改革では職
員が主体的に業務を
遂行できるよう取り
組む。 

①ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑと HP の他、
紙媒体による情報発信の
場を開拓する。 
学科改編に向け準備委員
会・校内ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟを
中心に全職員で取り組
む。適宜情報を発信す
る。60 周年委員会を立
ち上げ、各グループと協
働し準備を進める。 
②不祥事防止会議、職員
研修を適宜行う。 
体育館の耐震工事では、
生徒・保護者へ適宜状況
を伝え安全に配慮する。 
③業務の効率化、ﾀｲﾑﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝトに教職員が意識を
もち取り組む。当事者意
識をもち、主体的に業務
を遂行する。 

①新たな情報発信の場を設け
ることができたか。 
紙媒体によるちらしや学校案
内等で工夫し効果的に活用で
きたか。 
・学科改編や 60 周年事業を関
係部署と連携し、組織的に円
滑に進めることができたか。 
②職員研修を計画的に実施で
きたか。 
体育館の改修工事を安全に配
慮し実施できたか。 
③マニュアルの作成や業務の
引継ぎを適切に行い業務の効
率化を進めることができた
か、会議時間の短縮や定時退
庁等ﾀｲﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの職員の意識
の向上が見られたか。 

①新たに、ｲﾝｽﾀﾗｲﾌﾞによる学
校説明会の紹介をした。学校
案内やちらしを刷新し効果的
に活用した。 
・県立高校改革実施計画（Ⅲ
期）の学科改編に係る設置計
画案を策定した。 
・60周年記念事業実行委員
会を発足させた。令和 6年
11 月の記念式典に向け、式
典やの内容や記念誌の発行、
記念品等について各グループ
が準備を進めている。 
②体育館耐震工事が１月に終
了し無事に引き渡された。 
③働き方改革では学科改編や
推薦入試に係る業務でより効
果的な取組を進めることがで
きなかった。 

①学科改編に向け、紙媒体
によるちらしや学校案内等
の効果的な作成と活用方法
の検討が課題である。また
HP や学校説明会等の効果的
な実施が課題であり、解決
に向け取り組む。 
・学科改編の取組を進める
とともに、在校生が安全に
充実した学校生活を送れる
よう全職員で取り組む。 
・60周年記念事業を実行委
員会を中心に円滑に実施で
きるよう取り組む。 
②次年度の学科改編や福祉
科に係る工事を事務室と連
携し円滑に安全に行う。 
・業務の効率化を図り、職
員がやりがいをもち業務を
遂行できるよう取り組む。 
 

・学科改編をは
じめ様々な取組
で工夫されてい
る。全職員が同
じゴールに向か
って進んでいけ
るよう取り組ん
でほしい。 
・業務の効率化
に加えて職員間
の連携をとり、
働き方改革を課
題として取り組
んでほしい。 
・60 周年記念
事業が活性化し
てきたのでＨＰ
で途中経過を報
告することで、
さらに全体行事
となると思う。 

・学科改編に向
けちらしや学校
案内、ＨＰ等の
動画など積極的
に取り組み、成
果となった。 
・体育館の改修
工事では計画通
り終了すること
ができた。 
・60周年実行
委員会を立ち上
げ取り組んだ。 
・働き方改革で
は業務改善を進
めることができ
なかった。教職
員が働きがいを
もち取り組む職
場づくりが課題
である。 

・学科改編に
向け紙媒体に
よるちらしや
学校案内等を
効果的に作成
する。ｲﾝｽﾀｸﾞ
ﾗﾑやＨＰを定
期的に更新し
本校の魅力と
特色を発信す
る。 
・60 周年記念
事業の成功に
向け実行委員
会を中心に取
り組む。 
・教職員が働
きがいをもち
業務を遂行で
きるよう取り
組む。 



 

 


